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[序論] 当研究室ではピバル酸ルテニウム(II,III)二核錯体の軸位にオクタシアニ
ド金属酸イオンやヘキサシアニド金属酸イオンを架橋基として導入した混合金
属錯体を合成し, それらの磁気的性質を明らかにした。これまでの所, テトラシ
アニド金属酸イオンを架橋基とするカルボン酸ルテニウム(II,III)二核錯体を用
いた混合金属錯体の合成例はない。そこで本研究では, テトラシアニド金属酸
イオンとして, テトラシアニドニッケル(II)酸イオンとテトラシアニド金(III)酸
イオンを用いてカルボン酸ルテニウム(II,III)二核の新規混合金属錯体の合成を
試みた。 
[実験] カルボン酸ルテニウム(II,III)のテトラフルオロホウ酸塩とテトラシアニ
ドニッケル(II)酸カリウム, 又はテトラシアニド金(III)酸カリウムを用いて混合
金属錯体の合成を行なった。これらの錯体について, 元素分析, 赤外吸収スペク
トル, 拡散反射スペクトル, 磁化率の測定を行なった。ルテニウム-金錯体に関
しては単結晶 X 線結晶構造解析を行なった。 
[結果と考察] ルテニウム-ニッケル錯体の赤外吸収スペクトルでは, カルボン
酸ルテニウム(II,III)二核錯体に特徴的な COO- の対称伸縮振動の吸収帯, 非対
称伸縮振動の吸収帯が観測された。CN 対称伸縮振動の吸収帯の位置はテトラ
シアニドニッケル(II)酸カリウムのCN伸縮振動の吸収帯に比べ高波数側にシフ
トしており, カルボン酸ルテニウム(II,III)二核の軸位への配位と考えられる。拡
散反射スペクトルでは, カルボン酸ルテニウム(II,III) 二核錯体のδ(Ru2) → 
δ∗(Ru2)の電子遷移に帰属される吸収帯, 四配位正方型構造のニッケル(II)錯体
の d-d 遷移に帰属される 1A1g → 1A2g, 1A1g → 1B1gの吸収帯が観測された。 
 ルテニウム-金錯体の X 線結晶構造解析により, カルボン酸ルテニウム(II,III)
二核錯体の軸位にテトラシアニド金(III)酸イオンが配位しており, ルテニウム
ユニットと金ユニットが交互に並んだ 1 次元ポリマーを形成していることがわ
かった。これらの錯体の磁気モーメントの温度依存性(4.5-300 K)より, 2 つのル
テニウムユニットの間にほとんど磁気的相互作用が働いていないことが分かっ
た。ルテニウム-金錯体もルテニウム-ニッケル錯体のものとよく似ていた。 
